
(57)【要約】

【課題】　反射表示領域での色再現範囲と光の透過率と

が共に高い液晶表示装置を提供する。

【解決手段】　液晶表示装置１では、透過表示領域Ａと

反射表示領域Ｂとに渡って設けられたカラーフィルタ（

ＣＦ１１（Ｒ）等）と、透過表示領域Ａに設けられたカ

ラーフィルタ（ＣＦ１２（Ｒ）等）と備えたことで、反

射表示領域ＢのピンホールＰＨや、隙間不良を対策する

ための遮光層ＢＭを不要にでき、よって、反射表示領域

での色再現範囲と光の透過率とが共に高い液晶表示装置

を実現することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と が 交 差 す る ア レ イ 基 板 と 、 該 ア レ イ 基 板 に 対 し 液 晶 層 を
挟 ん で 対 向 す る 対 向 基 板 と を 備 え る と と も に 、 前 記 走 査 線 と 信 号 線 と が 交 差 す る 各 交 差 部
に 各 画 素 が 配 置 さ れ 、
　 前 記 各 画 素 は 、 前 記 ア レ イ 基 板 の 背 面 に 配 置 さ れ た 光 源 か ら の 光 を 透 過 さ せ て 表 示 を 行
う 透 過 表 示 領 域 と 、 外 光 を 反 射 し て 表 示 を 行 う 反 射 表 示 領 域 と を 備 え 、
　 前 記 ア レ イ 基 板 は 、 前 記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し 且 つ 前 記 光 源 か ら の 光 が 透 過 す る 透 明 電
極 を 前 記 透 過 表 示 領 域 に 備 え る と と も に 、 前 記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し 且 つ 外 光 を 反 射 す る
反 射 電 極 を 前 記 反 射 表 示 領 域 に 備 え 、
　 前 記 対 向 基 板 は 、 前 記 透 明 電 極 と 前 記 反 射 電 極 と に 対 向 す る 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ と 、
前 記 透 明 電 極 に 対 向 す る 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ と 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 透 過 す る 光 の 波 長 が 高 い ほ ど 透 過 率 が 高 い カ ラ ー フ ィ ル
タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 再 現 範 囲 は 、 前 記 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 再 現 範 囲 よ
り も 低 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 反 射 電 極 は 凹 凸 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 反 射 表 示 領 域 で の 色 再 現 範 囲 と 光 の 透 過 率 と が 共 に 高 い 液 晶 表 示 装 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 に お い て 、 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 、 そ の 軽 量 、 薄 型 、 低 消 費 電 力 と い う 特 徴 を 生
か し て 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Personal Digital Assistant)と い わ れ る 携 帯 情 報 端 末 や 携 帯 電 話 端 末
に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ （ ａ ） は 、 ３ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け る 、 Ｒ （ 赤 ） Ｇ （ 緑 ） Ｂ （ 青 ）
の 各 １ 画 素 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 そ の 各 画 素 に お け る 光 の 透 過 率
を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ３ 色 方 式 に 限 ら ず 、 カ ラ ー 方 式 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 複 数 の 信 号 線 Ｘ と 複 数 の 走 査
線 Ｙ と が 交 差 す る 交 差 部 に Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画 素 が 規 則 的 に 配 置 さ れ る 。 特 に 、 半 透 過 型 液 晶 表
示 装 置 で は 、 各 画 素 は 、 図 示 し な い 光 源 か ら の 光 を 透 過 し て 表 示 を 行 う 透 過 表 示 領 域 Ａ と
、 外 光 を 反 射 し て 表 示 を 行 う 反 射 表 示 領 域 Ｂ と を 備 え る 。 ま た 、 特 に ３ 色 方 式 の 半 透 過 型
液 晶 表 示 装 置 で は 、 Ｒ の 画 素 に は 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 方 式 な ど に よ り 、 透 過 表 示 領 域 Ａ
と 反 射 表 示 領 域 Ｂ と に 渡 っ て 設 け ら れ 且 つ Ｒ を 発 色 さ せ る カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ０ ０ （ Ｒ
） が 設 け ら れ 、 Ｇ の 画 素 に は 、 同 様 に 配 置 さ れ 且 つ Ｇ を 発 色 さ せ る カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １
０ ０ （ Ｇ ） が 設 け ら れ 、 Ｂ の 画 素 に は 、 同 様 に 配 置 さ れ 且 つ Ｂ を 発 色 さ せ る カ ラ ー フ ィ ル
タ Ｃ Ｆ １ ０ ０ （ Ｂ ） が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ３ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 透 過 表 示 領 域 Ａ に お い て 、 光 源 か ら の 光 が カ ラ
ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ０ ０ を １ 回 透 過 し て 出 射 す る の に 対 し 、 反 射 表 示 領 域 Ｂ に お い て は 、 光
が カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ０ ０ を ２ 回 透 過 す る 。 つ ま り 、 外 光 が カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ０ ０
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（ Ｒ ） な ど を 透 過 し 、 内 部 で 反 射 し て 再 び カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ０ ０ （ Ｒ ） な ど か ら 出 射
す る 。 そ の た め 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 光 の 透 過 率 で は 不 足 で あ り 表 示 が 暗 く な る 場 合 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 し た ３ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に 所 定 の カ ラ ー フ ィ ル タ
を 用 い た と き の 、 反 射 表 示 領 域 で の 光 の 透 過 率 お よ び 色 再 現 範 囲 と 、 後 述 す る ２ つ の 半 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 で カ ラ ー フ ィ ル タ の ピ ン ホ ー ル の 面 積 や 分 光 ス ペ ク ト ル を 変 え た と き の
、 反 射 表 示 領 域 で の 光 の 透 過 率 お よ び 色 再 現 範 囲 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 ３ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 例 え ば 、 太 陽 光 を 再 現 す る
Ｄ ６ ５ 光 源 か ら の 光 を １ 回 透 過 し た と き の 光 の 透 過 率 が ４ ０ ％ で 且 つ 白 の Ｙ 値 が ４ ３ ． ７
％ と な る カ ラ ー フ ィ ル タ を 用 い る と 、 Ｄ ６ ５ 光 源 か ら の 光 を ２ 回 透 過 し た と き に は 、 光 の
透 過 率 が ２ ８ ％ 程 度 で 色 再 現 範 囲 が ７ ０ ％ 弱 に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ５ （ ａ ） は 、 ３ 色 方 式 を 改 善 し た ３ 色 ピ ン ホ ー ル 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け
る Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画 素 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 そ の 各 画 素 に お け る 光 の
透 過 率 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ３ 色 ピ ン ホ ー ル 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ０ ０ の 反 射 表
示 領 域 Ｂ に ピ ン ホ ー ル Ｐ Ｈ を 形 成 す る こ と で 、 そ の 面 積 に 応 じ て 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 光 の 透 過 率 を 高 め る こ と が で き る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 色 再 現 範 囲 を ２ ０ ％ に す る と
、 光 の 透 過 率 を ３ 色 方 式 の 場 合 の １ ． ４ 倍 ほ ど に 高 め る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 ピ
ン ホ ー ル Ｐ Ｈ を 白 色 光 が 透 過 す る の で 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 光 の 透 過 率 が 高 ま る の
は 、 色 の 中 心 波 長 か ら 外 れ た と こ ろ と な る 。 そ の た め 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 さ ら に 高 い 光
の 透 過 率 を 得 る に は 、 色 再 現 範 囲 を さ ら に 低 下 さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ６ （ ａ ） は 、 ３ 色 ピ ン ホ ー ル 方 式 を 改 善 し た ６ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け
る Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画 素 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ６ （ ｂ ） は 、 そ の 各 画 素 に お け る 光 の
透 過 率 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ６ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 透 過 表 示 領 域 Ａ に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ０
１ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ ０ １ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ ０ １ （ Ｂ ） が 設 け ら れ 、 反 射 表 示 領 域 Ｂ に は 、 同 様
に カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ０ ２ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ ０ ２ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ ０ ２ （ Ｂ ） が 設 け ら れ る
。 つ ま り 、 透 過 表 示 領 域 Ａ と 反 射 表 示 領 域 Ｂ と で 別 々 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 設 け ら れ 、 そ れ
ぞ れ の 分 光 ス ペ ク ト ル を 独 自 に 設 定 で き る 。 ま た 、 白 色 光 が カ ラ ー フ ィ ル タ を 透 過 す る こ
と が な い 。 よ っ て 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 色 の 中 心 波 長 で 光 の 透 過 率 を 高 め る こ と
が で き 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ６ 色 方 式 で は 、 色 再 現 範 囲 を ２ ０ ％ に す る と 、 光 の 透 過 率 を
３ 色 方 式 の 場 合 の １ ． ８ 倍 ほ ど ま で 高 め る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ９ ３ ７ ８ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 ６ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 製 造 上 の バ ラ ツ キ や フ ォ ト マ ス
ク の 歪 み な ど に よ り 、 透 過 表 示 領 域 Ａ の カ ラ ー フ ィ ル タ と 反 射 表 示 領 域 Ｂ の カ ラ ー フ ィ ル
タ と を 完 全 に 接 合 さ せ る こ と が 難 し く 、 接 合 部 に 白 色 ピ ン ホ ー ル 不 良 な ど の 隙 間 不 良 が 発
生 す る こ と が あ る 。 そ の た め 、 例 え ば 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 同 士 を 少 し 重 ね る 対 策 が 施 す こ と
が あ る が 、 こ の 対 策 に よ り 光 の 透 過 率 が 低 下 す る 。 ま た 、 例 え ば 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う
に 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 同 士 の 接 合 部 を 遮 光 層 Ｂ Ｍ で 覆 う 対 策 が 施 さ れ る が 、 こ の 対 策 は 画 素
の 開 口 率 を 低 下 さ せ 、 そ の た め 、 光 の 透 過 率 が 低 下 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 つ ま り 、 ６ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 原 理 的 に は 反 射 表 示 領 域 で 高 い 色 再 現
範 囲 を 得 る こ と が で き る が 、 現 実 的 に は 隙 間 不 良 の 対 策 の た め に 反 射 表 示 領 域 で 高 い 光 の
透 過 率 が 得 ら れ な い 。 一 方 、 ３ 色 ピ ン ホ ー ル 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で は 反 射 表 示 領
域 で 高 い 光 の 透 過 率 を 得 る こ と が で き る が 、 そ れ は ピ ン ホ ー ル を 設 け る こ と で 実 現 し て い
る の で 反 射 表 示 領 域 で 高 い 色 再 現 範 囲 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ
は 、 反 射 表 示 領 域 で の 色 再 現 範 囲 と 光 の 透 過 率 と が 共 に 高 い 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の
信 号 線 と が 交 差 す る ア レ イ 基 板 と 、 該 ア レ イ 基 板 に 対 し 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 対 向 基 板
と を 備 え る と と も に 、 前 記 走 査 線 と 信 号 線 と が 交 差 す る 各 交 差 部 に 各 画 素 が 配 置 さ れ 、 前
記 各 画 素 は 、 前 記 ア レ イ 基 板 の 背 面 に 配 置 さ れ た 光 源 か ら の 光 を 透 過 さ せ て 表 示 を 行 う 透
過 表 示 領 域 と 、 外 光 を 反 射 し て 表 示 を 行 う 反 射 表 示 領 域 と を 備 え 、 前 記 ア レ イ 基 板 は 、 前
記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し 且 つ 前 記 光 源 か ら の 光 が 透 過 す る 透 明 電 極 を 前 記 透 過 表 示 領 域 に
備 え る と と も に 、 前 記 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し 且 つ 外 光 を 反 射 す る 反 射 電 極 を 前 記 反 射 表 示
領 域 に 備 え 、 前 記 対 向 基 板 は 、 前 記 透 明 電 極 と 前 記 反 射 電 極 と に 対 向 す る 第 １ の カ ラ ー フ
ィ ル タ と 、 前 記 透 明 電 極 に 対 向 す る 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ と 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 透 明 電 極 と 反 射 電 極 と に 対 向 す る 第 １ の カ ラ ー
フ ィ ル タ と 、 透 明 電 極 に 対 向 す る 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ と を 備 え た こ と で 、 反 射 表 示 領 域
の ピ ン ホ ー ル や 、 隙 間 不 良 を 対 策 す る た め の 遮 光 層 を 不 要 に で き 、 よ っ て 、 反 射 表 示 領 域
で の 色 再 現 範 囲 と 光 の 透 過 率 と が 共 に 高 い 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の カ
ラ ー フ ィ ル タ は 、 透 過 す る 光 の 波 長 が 高 い ほ ど 透 過 率 が 高 い カ ラ ー フ ィ ル タ で あ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ を 、 透 過 す る 光 の 波 長 が
高 い ほ ど 透 過 率 が 高 い カ ラ ー フ ィ ル タ と し た こ と で 、 反 射 表 示 領 域 に お い て 太 陽 光 に 適 し
た 表 示 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記
第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 再 現 範 囲 は 、 前 記 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 再 現 範 囲 よ り も 低
い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 再 現 範 囲 を 、 第 ２ の
カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 再 現 範 囲 よ り も 低 く し た こ と で 、 透 過 表 示 領 域 で の 色 再 現 範 囲 が 反 射
表 示 領 域 で の 色 再 現 範 囲 よ り 極 め て 大 き く な り 、 よ っ て 、 透 過 表 示 領 域 で は 色 再 現 範 囲 が
高 く 、 且 つ 反 射 表 示 領 域 で は 明 る い 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に
お い て 、 前 記 反 射 電 極 は 凹 凸 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 反 射 電 極 が 凹 凸 を 有 す る こ と で 、 反 射 電 極 で 反
射 し た 光 が 散 乱 し 、 よ っ て 視 野 角 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 透 明 電 極 と 反 射 電 極 と に 対 向 す る 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル
タ と 、 透 明 電 極 に 対 向 す る 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ と を 備 え た こ と で 、 反 射 表 示 領 域 の ピ ン
ホ ー ル や 、 隙 間 不 良 を 対 策 す る た め の 遮 光 層 を 不 要 に で き 、 よ っ て 、 反 射 表 示 領 域 で の 色
再 現 範 囲 と 光 の 透 過 率 と が 共 に 高 い 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ に お け る 、 Ｒ （ 赤 ） Ｇ （ 緑 ） Ｂ （ 青
） の 各 １ 画 素 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 １ で は 、 複 数 の 信 号 線 Ｘ と 複 数 の 走 査 線 Ｙ と が 交 差 す
る 交 差 部 に Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画 素 が 規 則 的 に 配 置 さ れ る 。 各 画 素 は 、 図 示 し な い 光 源 か ら の 光 を
透 過 さ せ て 表 示 を 行 う 透 過 表 示 領 域 Ａ と 、 外 光 を 反 射 し て 表 示 を 行 う 反 射 表 示 領 域 Ｂ と を
備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 信 号 線 の 数 は 、 例 え ば 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 色 に つ き ２ ４ ０ と し 、 走 査 線 の 数 を ３ ２ ０ と し て 、
合 計 で 約 ２ ３ 万 画 素 の 液 晶 表 示 装 置 １ （ Ｑ Ｖ Ｇ Ａ （ Quarter Video Graphics Array） 液 晶
表 示 装 置 ） を 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 全 て の 画 素 か ら な る 表 示 領 域 を 対 角 ２ ． ２ イ
ン チ の サ イ ズ に す る こ と が で き 、 こ の サ イ ズ で は 、 水 平 走 査 方 向 の 画 素 ピ ッ チ が ５ ０ μ ｍ
ほ ど 、 垂 直 走 査 方 向 の 画 素 ピ ッ チ が １ ５ ０ μ ｍ ほ ど 、 ア レ イ 基 板 １ １ と 対 向 基 板 １ ３ の 間
隔 （ セ ル ギ ャ ッ プ ） が ５ μ ｍ ほ ど に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｒ の 画 素 に は 、 透 過 表 示 領 域 Ａ と 反 射 表 示 領 域 Ｂ と に 渡 っ て 設 け ら れ 且 つ Ｒ を 発 色 さ せ
る カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） が 設 け ら れ 、 Ｇ の 画 素 に は 、 同 様 に 配 置 さ れ 且 つ Ｇ を 発
色 さ せ る カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｇ ） が 設 け ら れ 、 Ｂ の 画 素 に は 、 同 様 に 配 置 さ れ 且 つ
Ｂ を 発 色 さ せ る カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｂ ） が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 Ｒ の 画 素 の 透 過 表 示 領 域 Ａ に Ｒ を 発 色 さ せ る カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） が 設
け ら れ 、 Ｇ の 画 素 の 透 過 表 示 領 域 Ａ に は Ｇ を 発 色 さ せ る カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｇ ） が
設 け ら れ 、 Ｂ の 画 素 の 透 過 表 示 領 域 Ａ に は Ｂ を 発 色 さ せ る カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｂ ）
が 、 更 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 つ ま り 、 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 見 か け 上 で は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 色 ご と に 、 透 過 表 示 領 域 Ａ と 反
射 表 示 領 域 Ｂ と で １ ず つ の フ ィ ル タ を 備 え る こ と に な る の で 、 方 式 の 分 類 か ら す る と 、 図
６ （ ａ ） に 示 し た も の と 同 様 の ６ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ １ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ １ （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の
第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ に 相 当 し 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ
１ ２ （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の Ｍ Ｎ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。 こ こ で は 、 Ｒ の 画 素 に お け る 断 面 図 を 示
す が 、 他 の 色 の 断 面 図 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ の ア レ イ 基 板 １ １ を 構 成 す る 、 例 え ば 厚 さ ０ ． ７ ｍ ｍ の 透 明 な ガ ラ ス 基 板 １ １ １ 上
に 、 図 示 し な い 複 数 の 信 号 線 Ｘ と 複 数 の 走 査 線 Ｙ と が 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ガ ラ ス 基 板 １ １ １ 上 の 透 過 表 示 領 域 Ａ と 反 射 表 示 領 域 Ｂ と に 渡 っ て 、 透 明 樹 脂 層 １ １ ２
が 形 成 さ れ る 。 透 明 樹 脂 層 １ １ ２ 上 の 反 射 表 示 領 域 Ｂ に は 、 さ ら に 上 面 に 凹 凸 を 有 す る 透
明 樹 脂 層 １ １ ２ Ａ が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 透 明 樹 脂 層 １ １ ２ 上 の 透 過 表 示 領 域 Ａ と 、 透 明 樹 脂 層 １ １ ２ Ａ 上 の 反 射 表 示 領 域
Ｂ と に 渡 っ て 、 例 え ば 、 Ｉ Ｔ Ｏ (Indium Tin Oxide： 酸 化 イ ン ジ ウ ム ス ズ )を 材 質 と す る 透
明 な 電 極 １ １ ３ が 形 成 さ れ る 。 電 極 １ １ ３ は 、 透 明 樹 脂 層 １ １ ２ の 形 状 に 対 応 し て 、 反 射
表 示 領 域 Ｂ で 凹 凸 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 電 極 １ １ ３ 上 の 反 射 表 示 領 域 Ｂ に 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど を 材 質 と す る 不 透 明 な 、
つ ま り 外 光 を 反 射 す る 反 射 電 極 １ １ ４ が 形 成 さ れ 、 電 極 １ １ ３ の 形 状 に 対 応 し て 、 こ の 反
射 電 極 １ １ ４ に も 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 液 晶 表 示 装 置 １ で は 、 電 極 １ １ ３ と 反 射 電 極 １ １ ４ と が 画 素 電 極 （ 以 下 、 符 号 １ １ ５ を
付 す ） を 構 成 し て い る 。 ま た 、 透 過 表 示 領 域 Ａ の 電 極 １ １ ３ が 、 い わ ゆ る 透 明 電 極 （ 以 下
、 符 号 １ １ ３ ａ を 付 す ） を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 透 明 電 極 １ １ ３ ａ と 反 射 電 極 １ １ ４ の 上 に は 、 配 光 膜 １ １ ６ が 形 成 さ れ 、 例 え ば
、 こ の 配 光 膜 １ １ ６ は 、 例 え ば 、 後 述 す る 液 晶 層 １ ２ を 所 定 の 方 向 に プ レ チ ル ト ７ ° で 配
光 さ せ る よ う に ラ ビ ン グ 処 理 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 ガ ラ ス 基 板 １ １ １ 上 に は 、 互 い に 交 差 す る 信 号 線 と 走 査 線 と に 接 続 さ れ た 図 示 し
な い ス イ ッ チ 素 子 と し て の Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin Film Transistor： 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） な ど が 画
素 ご と に 形 成 さ れ 、 こ の ス イ ッ チ 素 子 は 透 明 電 極 １ １ ３ ａ ま た は 反 射 電 極 １ １ ４ に 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ に 示 す 対 向 基 板 １ ３ は 、 ア レ イ 基 板 １ １ に 、 例 え ば 、 Ｔ Ｎ （ ツ イ ス テ ッ ド ・ ネ マ チ
ッ ク ） 液 晶 な ど を 材 料 と す る 液 晶 層 １ ２ を 挟 ん で 対 向 し て い る 。 ２ ． ２ イ ン チ の サ イ ズ の
Ｑ Ｖ Ｇ Ａ 液 晶 の 場 合 の ア レ イ 基 板 １ １ と 対 向 基 板 １ ３ と の 間 隙 、 つ ま り セ ル ギ ャ ッ プ は ３
． ０ μ ｍ ほ ど で あ る 。 な お 、 液 晶 層 １ ２ は 、 ホ モ ジ ニ ア ス 液 晶 や Ｓ Ｔ Ｎ （ ス ー パ ー ・ ツ イ
ス テ ッ ド ・ ネ マ チ ッ ク ） 液 晶 を 材 料 と す る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 対 向 基 板 １ ３ は 、 透 明 な ガ ラ ス 基 板 １ ３ １ に よ り 構 成 さ れ 、 ガ ラ ス 基 板 １ ３ １ 上 の 各 色
の 透 過 表 示 領 域 Ａ に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｂ
） が そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ 、 ガ ラ ス 基 板 １ ３ １ 上 の 反 射 表 示 領 域 Ｂ に は 透 明 な 層 １ ３ ２ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 Ｒ の 画 素 の 層 １ ３ ２ と カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） と の 上 に は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ
１ １ （ Ｒ ） が 、 Ｇ の 画 素 の 層 １ ３ ２ と カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｇ ） と 上 に は 、 カ ラ ー フ
ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｇ ） が 、 Ｂ の 画 素 の 層 １ ３ ２ と カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｂ ） と の 上 に
は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） が 、 そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 各 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ １ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ １ （ Ｂ ） の 上 に は 、 オ ー バ
ー コ ー ト 層 １ ３ ３ が 形 成 さ れ 、 オ ー バ ー コ ー ト 層 １ ３ ３ 上 に は 、 液 晶 表 示 装 置 １ に 備 わ っ
た 全 て の 画 素 電 極 １ １ ５ に 対 向 す る よ う に 、 例 え ば 、 Ｉ Ｔ Ｏ を 材 質 と す る 透 明 な 対 向 電 極
１ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 対 向 電 極 １ ３ ４ の 上 に は 、 配 光 膜 １ ３ ５ が 形 成 さ れ 、 例 え ば 、 こ の 配 光 膜 １ ３ ５
は 、 例 え ば 、 液 晶 層 １ ２ を 所 定 の 方 向 に プ レ チ ル ト ７ ° で 配 光 さ せ る よ う に ラ ビ ン グ 処 理
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 の 構 成 を 有 す る 対 向 基 板 １ ３ と 、 先 に 説 明 し た ア レ イ 基 板 １ １ と と も に 用 い ら れ る
面 光 源 で あ る 光 源 １ ４ は 、 ア レ イ 基 板 １ １ の 背 面 に 配 置 さ れ て い る 。 光 源 １ ４ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ
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(Light Emitting Diode） 、 蛍 光 管 、 Ｅ Ｌ (electro-luminescence） 素 子 な ど か ら 構 成 さ れ
る 。 ま た 、 対 向 基 板 １ ３ の 光 源 １ ４ 側 に は 偏 光 板 １ ３ Ａ が 配 置 さ れ 、 ア レ イ 基 板 １ １ の 手
前 側 に は 偏 光 板 １ １ Ａ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 液 晶 表 示 装 置 １ で は 、 複 数 の 走 査 線 Ｙ が 順 次 に 駆 動 さ れ て 、 例 え ば 、 １ つ の 走 査 線 Ｙ に
よ り 書 き 込 ま れ る Ｒ の 画 素 に 対 応 す る ス イ ッ チ 素 子 が 導 通 す る と 、 信 号 線 Ｘ に 供 給 さ れ た
映 像 信 号 が 画 素 電 極 １ １ ５ に 印 加 さ れ る 。 一 方 、 対 向 電 極 １ ３ ４ に も 所 定 の 信 号 が 供 給 さ
れ る 。 こ れ に よ り 、 画 素 電 極 １ １ ５ と 対 向 電 極 １ ３ ４ の 間 の 液 晶 層 １ ２ に 電 界 が 印 加 さ れ
る 。 ま た 、 映 像 信 号 の 振 幅 に 応 じ て 電 界 強 度 が 変 化 し 、 こ れ に よ り 液 晶 層 １ ２ に お け る 光
の 透 過 率 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 光 源 １ ４ か ら の 光 の 一 部 は 、 つ ま り 、 透 過 表 示 領 域 Ａ で は 、 偏 光 板 １ １ Ａ 、 ガ ラ ス 基 板
１ １ １ 、 透 明 樹 脂 層 １ １ ２ 、 透 明 電 極 １ １ ３ ａ 、 配 光 膜 １ １ ６ 、 液 晶 層 １ ２ 、 配 光 膜 １ ３
５ 、 対 向 電 極 １ ３ ４ 、 オ ー バ ー コ ー ト 層 １ ３ ３ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） 、 カ ラ ー
フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 、 ガ ラ ス 基 板 １ ３ １ 、 偏 光 板 １ ３ Ａ を 順 次 に 透 過 し て 外 部 に 出 射
す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 、 反 射 表 示 領 域 Ｂ で は 、 外 光 が 、 偏 光 板 １ ３ Ａ 、 ガ ラ ス 基 板 １ ３ １ 、 カ ラ ー フ ィ ル
タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） 、 オ ー バ ー コ ー ト 層 １ ３ ３ 、 対 向 電 極
１ ３ ４ 、 配 光 膜 １ ３ ５ 、 液 晶 層 １ ２ を 順 次 に 透 過 し て 反 射 電 極 １ １ ４ に 到 達 し 、 こ の 反 射
電 極 １ １ ４ で 反 射 し た 光 は 、 液 晶 層 １ ２ 、 配 光 膜 １ ３ ５ 、 対 向 電 極 １ ３ ４ 、 オ ー バ ー コ ー
ト 層 １ ３ ３ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 、 ガ ラ ス 基
板 １ ３ １ 、 偏 光 板 １ ３ Ａ を 順 次 に 透 過 し て 外 部 に 出 射 す る 。 こ こ で 、 反 射 電 極 １ １ ４ が 凹
凸 を 有 す る の で 、 反 射 電 極 １ １ ４ で 反 射 し た 光 が 散 乱 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 反 射 表 示 領 域 Ｂ で は 、 透 過 表 示 領 域 Ａ で は ２ つ 設 け た カ ラ ー フ ィ ル タ を １ つ に し た こ と
に よ っ て 光 の 透 過 率 を 高 め て い る の で 、 図 ５ （ ａ ） で 示 し た よ う な 、 反 射 表 示 領 域 Ｂ に ピ
ン ホ ー ル を 設 け た と き の よ う な 色 再 現 範 囲 の 大 幅 な 低 下 が な く 、 す な わ ち 、 反 射 表 示 領 域
Ｂ の 色 再 現 範 囲 を 高 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 反 射 電 極 １ １ ４ に 凹 凸 を 設 け た こ と で 、
反 射 電 極 １ １ ４ で 反 射 し た 光 が 散 乱 し 、 よ っ て 視 野 角 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 液 晶 表 示 装 置 １ で は 、 液 晶 層 １ ２ に お け る 光 の 透 過 率 を 、 前 述 の よ う に 制 御 す る こ と で
、 液 晶 層 １ ２ か ら 出 射 す る 光 の 強 度 、 つ ま り 画 素 の 輝 度 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 透 明 電 極 １ １ ３ ａ を 透 過 し た 光 、 あ る い は 反 射 電 極 １ １ ４ で 反 射 し た 光 は 、 液
晶 層 １ ２ を 透 過 し て 、 透 過 表 示 領 域 Ａ と 反 射 表 示 領 域 Ｂ と の 境 界 に も 入 射 す る が 、 か か る
境 界 に は 、 図 ６ （ ａ ） の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 備 え て い た よ う な 遮 光 膜 が な く 、 遮 光 膜
を 設 け る と し て も 必 要 最 小 限 の も の で よ い の で 、 開 口 率 が 高 く 、 よ っ て 、 光 を 多 く 透 過 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 液 晶 表 示 装 置 １ で は 、 他 の 画 素 に つ い て も 、 同 様 に 制 御 を 行 う こ と で 、 全 て の 画 素 か ら
な る 表 示 領 域 に 、 文 字 や 画 像 や 映 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、 反 射 電 極 １ １ ４ で 反
射 し た 光 が 散 乱 す る の で 視 野 角 を 広 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 １ に よ れ ば 、 透 明 電 極 １ １ ３ ａ と 反 射 電 極 １ １ ４ と
に 対 向 す る カ ラ ー フ ィ ル タ （ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） 等 ） と 、 透 明 電 極 １ １ ３ ａ に 対 向 す る カ ラ ー
フ ィ ル タ （ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 等 ） と 備 え た こ と で 、 図 ５ （ ａ ） で 示 し た よ う な 反 射 表 示 領 域
Ｂ の ピ ン ホ ー ル Ｐ Ｈ や 、 図 ６ （ ａ ） で 示 し た よ う な 、 隙 間 不 良 を 対 策 す る た め の 遮 光 層 Ｂ
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Ｍ を 不 要 に で き 、 よ っ て 、 反 射 表 示 領 域 で の 色 再 現 範 囲 と 光 の 透 過 率 と が 共 に 高 い 液 晶 表
示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 反 射 電 極 １ １ ４ に 凹 凸 を 設 け た こ と で 、 反 射 電 極 １ １ ４ で 反 射 し た 光 が 散 乱 し 、
よ っ て 視 野 角 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 外 光 と し て 多 く 利 用 さ れ る 太 陽 光 は 、 波 長 が 高 い ほ ど 強 度 が 高 い 光 で あ る の で 、
カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｂ ） を 、 透 過 す る 光 の 波 長
が 高 い ほ ど 透 過 率 が 高 い カ ラ ー フ ィ ル タ と す る こ と で 、 反 射 表 示 領 域 Ｂ に お い て 太 陽 光 に
適 し た 表 示 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ １ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ １ （ Ｂ ） の 色 再 現 範 囲
を 、 カ ラ ー フ ィ ル タ Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｂ ） の 色 再 現 範 囲 よ り
も 低 く す る こ と で 、 透 過 表 示 領 域 Ａ で の 色 再 現 範 囲 が 反 射 表 示 領 域 Ｂ で の 色 再 現 範 囲 よ り
極 め て 大 き く な り 、 よ っ て 、 透 過 表 示 領 域 Ａ で は 色 再 現 範 囲 が 高 く 、 且 つ 反 射 表 示 領 域 Ｂ
で は 光 の 透 過 率 が 高 い 、 つ ま り 明 る い 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 反 射 表 示 領 域 Ｂ で の 色 再 現 範 囲 を 、 色 の 識 別 が 可 能 な ４ ％ 程 度 ま で 低 く す
る こ と で 、 光 の 透 過 率 を 出 来 る だ け 高 め る の が 好 ま し く 、 こ れ に よ り 、 暗 い 場 所 で の 表 示
内 容 の 認 識 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ に お け る Ｒ Ｇ Ｂ の 各 １ 画 素 を
模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ り 、
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の Ｍ Ｎ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ （ ａ ） は 、 ３ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け る Ｒ Ｇ Ｂ の 各 １ 画 素 を 模
式 的 に 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 そ の 各 画 素 に お け る 光 の 透 過 率 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 ３ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に 所 定 の カ ラ ー フ ィ ル タ を 用 い た と き の 反 射 表
示 領 域 で の 光 の 透 過 率 お よ び 色 再 現 範 囲 と 、 ３ 色 ピ ン ホ ー ル 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置
で ピ ン ホ ー ル の 面 積 を 変 え た と き の 光 の 透 過 率 お よ び 色 再 現 範 囲 の 変 化 と 、 ６ 色 方 式 の 半
透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で 分 光 ス ペ ク ト ル を 変 え た と き の 反 射 表 示 領 域 で の 光 の 透 過 率 お よ び
色 再 現 範 囲 の 変 化 と を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ （ ａ ） は 、 ３ 色 ピ ン ホ ー ル 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け る Ｒ Ｇ Ｂ の 各
画 素 を 模 式 的 に 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ５ （ ｂ ） は 、 そ の 各 画 素 に お け る 光 の 透 過 率 を 示 す
図 で あ る
【 図 ６ 】 図 ６ （ ａ ） は 、 ６ 色 方 式 の 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に お け る Ｒ Ｇ Ｂ の 各 画 素 を 模 式
的 に 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ６ （ ｂ ） は 、 そ の 各 画 素 に お け る 光 の 透 過 率 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
１ 　 液 晶 表 示 装 置
１ １ 　 ア レ イ 基 板
１ ２ 　 液 晶 層
１ ３ 　 対 向 基 板
１ １ １ 、 １ ３ １ 　 ガ ラ ス 基 板
１ １ ３ ａ 　 透 明 電 極
１ １ ４ 　 反 射 電 極
１ ３ ４ 　 対 向 電 極
Ｃ Ｆ １ １ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ １ （ Ｇ ） 、 Ｃ Ｆ １ １ （ Ｂ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｒ ） 、 Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｇ ） 、
Ｃ Ｆ １ ２ （ Ｂ ） 　 カ ラ ー フ ィ ル タ
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Ａ 　 透 過 表 示 領 域
Ｂ 　 反 射 表 示 領 域

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(10) JP 2006-30888 A 2006.2.2



フロントページの続き

(74)代理人  100101247
            弁理士　高橋　俊一
(74)代理人  100098327
            弁理士　高松　俊雄
(72)発明者  森本　浩和
            東京都港区港南四丁目１番８号　東芝松下ディスプレイテクノロジー株式会社内
Ｆターム(参考) 2H091 FA03Y FA15Y FA16Y FD04  FD06  FD24  GA02  GA13  JA03  LA15 
　　　　 　　        LA16 
　　　　 　　  2H092 GA19  JA24  JB08  NA01  NA25  PA08  PA12 

(11) JP 2006-30888 A 2006.2.2



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2006030888A 公开(公告)日 2006-02-02

申请号 JP2004213263 申请日 2004-07-21

[标]申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术股份有限公司

申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术有限公司

[标]发明人 森本浩和

发明人 森本 浩和

IPC分类号 G02F1/1335 G02F1/1368

FI分类号 G02F1/1335.505 G02F1/1368

F-TERM分类号 2H091/FA03Y 2H091/FA15Y 2H091/FA16Y 2H091/FD04 2H091/FD06 2H091/FD24 2H091/GA02 
2H091/GA13 2H091/JA03 2H091/LA15 2H091/LA16 2H092/GA19 2H092/JA24 2H092/JB08 2H092
/NA01 2H092/NA25 2H092/PA08 2H092/PA12 2H191/FA02 2H191/FA02Y 2H191/FA34 2H191/FA34Y 
2H191/FA82 2H191/FA82Z 2H191/FA84 2H191/FA84Z 2H191/FA85 2H191/FA85Z 2H191/FB14 2H191
/FD22 2H191/GA05 2H191/GA08 2H191/GA19 2H191/HA06 2H191/HA09 2H191/HA12 2H191/JA03 
2H191/KA06 2H191/LA13 2H191/LA19 2H191/LA21 2H191/NA13 2H191/NA17 2H191/NA30 2H191
/NA34 2H191/NA37 2H192/AA24 2H192/BC64 2H192/BC72 2H192/BC82 2H192/EA43 2H192/EA53 
2H291/FA02Y 2H291/FA34Y 2H291/FA82Z 2H291/FA84Z 2H291/FA85Z 2H291/FB14 2H291/FD22 
2H291/GA05 2H291/GA08 2H291/GA19 2H291/HA06 2H291/HA09 2H291/HA12 2H291/JA03 2H291
/KA06 2H291/LA13 2H291/LA19 2H291/LA21 2H291/NA13 2H291/NA17 2H291/NA30 2H291/NA34 
2H291/NA37

代理人(译) 三好秀
中村智之
伊藤雅一
高桥俊
高松俊夫

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示装置，其中反射显示区域中的色彩再
现范围和透光率都很高。 ŽSOLUTION：在液晶显示装置1中，通过设置
排列的滤色器（CF11（R）等），不需要作为针孔PH的量度和反射显示
区域B中的缺陷间隙的遮光层BM。在透射显示区域A和反射显示区域B以
及布置在透射显示区域A上的滤色器（CF12（R）等）的范围内，因此
液晶显示装置的颜色再现范围和透光率都是在反射显示区域中实现高。 
Ž
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